
第４回 口腔保健用機能性食品研究会・総会


平成２7年１月２4日（土） 

大阪歯科大学天満橋学舎西館5階　臨床講義室




２６年度活動報告


講演会 ：「エナメル質の再石灰化を考える」　座長：松久保　隆、花田信弘 　（敬称略）


(1) PK/PD理論を考慮した再石灰化評価のすすめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大学大学院 社会医療科学講座‐‐‐‐‐‐飯島洋一

(2) 乳タンパク分解物CPP‐ACP による口腔保健機能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モンデリーズ・ジャパン株式会社‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐柳　憲一郎

(3) キシリトール+２ガムの再石灰化促進効果　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　ロッテ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐佐伯洋二

(4) 初期むし歯の再結晶化を効果的に促す技術開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江崎グリコ株式会社‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐田中智子

(5) 特保ガム「お茶から生まれたフッソガム」について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　明治‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐須山英悟

(6) 総合討論


１．第３回口腔保健用機能性食品研究会・総会開催 

　　2014.1.25　　大会長　松久保 隆先生、東京歯科大学水道橋校舎　39名参加 




２．ホームページの維持・情報発信 
　　　（株）システムプラニング　　 
                               サーバーレンタル料 ¥25,920  

３．会員募集　　（現在正会員27名、賛助会員9社）

　　　　　(a) HP


　　　　　(b) ifia/Japan 2014 展示ブース 
　　　　　(c) 食品開発展2014展示ブース  



（４）食品の新たな機能性表示制度に関する検討会報告書概要 

1.安全性確保の在り方 
　(1)対象となる食品及び成分の考え方並びに摂取量の在り方 
　(2)生産・製造及び品質の管理 
　(3)健康被害等の情報収集 
　(4)危険な商品の流通防止措置等 
2.食品の機能性表示を行うに当たって必要な科学的根拠の考え方 
　(1)最終製品を用いた臨床試験 
　(2)最終製品又は機能性関与成分に関する研究レビュー 
3.誤認のない食品の機能性表示の在り方 
　(1)適切な機能性表示の範囲 
　(2)容器包装への表示 
　(3)容器包装への表示以外の情報開示 
4.国の関与の在り方 
　(1)販売前届出制の導入 
　(2)新制度の規定・適切な運用 
　(3)新たな機能性表示制度の名称（方向性） 
　(4)消費者教育等 
5.その他


平成26年７月消費者庁 
（平成25年12月から８回開催）




（５）新・食品基準（案）への申し入れ 

　消費者庁のパブリックコメント募集サイトへの提出 






平成27年度活動計画（案） 

　　　　１．会員募集

　　　　２．HPにおける情報発信・交換

　　　　３．新・食品基準（案）への提言

　　　　４．理事会開催

　　　　５．企画講演会の開催

　　　　６．総会・講演会開催



